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美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
願
い

・ 

私
た
ち
は

　患
者
さ
ん
の
苦
痛
を

  

す
み
や
か
に
和
ら
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す

・ 

医
療
・
保
健
・
介
護
を
包
括
的
に
行
い

  

地
域
社
会
へ
貢
献
し
ま
す

・ 

常
に
向
上
へ
の
志
を
持
ち
ま
す

・ 

利
用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で

  

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

  

支
援
し
ま
す

理
事
長

佐
藤 

眞
杉

さ
と
う

ま
す
ぎ

機
能
評
価
受
審
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佐
藤
病
院

　院
長

河
合

　泰
博

か
わ
い

や
す
ひ
ろ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
さ
ま
に
は
明
る
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、日
本
社
会
の
将
来
を
も
っ
と
も

脅
か
し
て
い
る
も
の
は
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
す
。そ
し
て
そ
の
原
因
は
少
子
化

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
少
子
化
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の

人
口
学
者
で
文
化
人
類
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
ト
ッ
ド
は
、

　
「
日
本
で
は
完
全
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
の
理
念
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
様
々
な
驚

く
べ
き
成
果
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。け
れ
ど

も
、
命
と
か
命
を
生
み
出
す
も
の
は
、
無

秩
序
、
だ
ら
し
な
さ
、ル
ー
ズ
さ
な
の
で

あ
る
。フ
ラ
ン
ス
で
は
子
供
の
多
数
が
婚

外
子
で
あ
る
。若
い
人
た
ち
は
深
く
考
え

ず
に
子
供
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。な

ぜ
な
ら
国
家
が
保
育
所
を
用
意
し
、社
会

も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
」『
世
界
の
未
来 ―

私
た
ち
は
ど
こ

へ
行
く
の
か
』（
二
〇
一
八
年
，朝
日
新
書
）

　
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
は
、近
年
の
先
進
国

の
中
で
は
異
例
と
も
言
え
る
高
出
生
率

を
示
し
、人
口
は
一
九
五
〇
年
の
四
八
八

三
万
人
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は
六
二
四

五
万
人
に
五
割
増
え
ま
し
た
。二
〇
〇
七

年
、フ
ラ
ン
ス
の
婚
外
出
生
比
率
は
五
〇.

五
％
、日
本
は
二.
〇
三
％
で
す
。

　「
社
会
全
体
で
子
供
を
支
え
る
」「
子
を

持
つ
家
族
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に

す
る
」と
い
う
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
取
り
組

み
の
成
果
と
さ
れ
て
い
ま
す
。家
族
関
係

社
会
支
出
は
、二
〇
〇
五
年
に
対
G
D
P

比
で
フ
ラ
ン
ス
三.
〇
二
％
、日
本
は
先

進
国
中
最
低
の
〇.
八
一
％
で
し
た
。

　
少
子
化
問
題
解
決
に
つ
い
て
、全
く
新

し
い
視
点
を
示
さ
れ
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
も

職
員
一
同
、地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
充
実
の
た
め
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
十
七
、十
八
日
に
、佐
藤
病
院
は
病
院

機
能
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。機
能
評
価
受
審
と
は
、日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る
基
準
を
病
院
が
ど
の

く
ら
い
満
た
し
て
い
る
か
を
、機
構
か
ら
派
遣
さ
れ
た
評

価
調
査
者（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）に
評
価
し
て
頂
き
、十
分

基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
機
能
評
価
認
定
病
院
と
な
り

ま
す
。

　
佐
藤
病
院
は
、機
能
評
価
を
ず
い
ぶ
ん
と
昔
か
ら
受

審
し
認
定
さ
れ
て
お
り
、最
初
は
今
か
ら
二
十
年
前
で

す
。当
時
は
ま
だ
、認
定
病
院
は
珍
し
い
こ
と
で
、佐
藤

病
院
が
全
国
的
に
も
良
い
病
院
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、五
年
に
一
度
の
受
審
で
、認
定
病
院
の
更
新

を
続
け
て
き
ま
し
て
、今
回
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
評
価
内
容
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。以
前

は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
機
能
を
上
げ
る
、す
な
わ
ち
入

院
患
者
さ
ん
に
い
か
に
安
全
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し

て
い
る
か
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
、手
続
き

は
し
っ
か
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
問
う
内
容
で

し
た
が
、今
回
は
、外
来
か
ら
入
院
、治
療
か
ら
退
院
、そ

の
先
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
い
か
に
病
院
が
患
者
さ

ん
に
か
か
わ
り
、医
療
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
や

社
会
福
祉
的
な
こ
と
ま
で
積
極
的
に
提
供
し
て
い
る
か
、

し
か
も
そ
れ
が
社
会
倫
理
的
に
正
し
い
か
、検
討
さ
れ
て

い
る
か
が
、問
わ
れ
ま
し
た
。

　
倫
理
面
に
つ
い
て
は
今
ま
で
個
人
ま
た
は
職
業
倫
理

的
な
水
準
で
個
人
情
報
保
護
を
始
め
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、病
院
全
体
と
し
て
の
倫
理
的
基
準（
規
範
）

は
文
書
化
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
か
ら
は
組
織
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
か
、様
々
な
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。た
だ
、こ
の
よ

う
な
医
療
評
価
の
基
準
は
、医
業
収
支
ま
で
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。理
想
的
な
対
応
を
求
め
て
い
き
、赤
字
で
病

院
が
倒
産
す
れ
ば
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。い
か
に
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、必
要
な
基
準
を
満
た
し
て
い
く
か
は
病
院

の
努
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、病
院

の
都
合
で
は
な
く
外
部
の
基
準
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

病
院
の
設
備
や
体
制
を
全
国
的
な
基
準
に
近
づ
け
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
受
審
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応 ―

フ
ラ
ン
ス
で
は
成
功
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http://www.misugikai.jpホームページ美杉会グループ

〒573-1124  枚方市養父東町65-1
TEL.072（850）8711（代）　FAX.072（868）3844

佐藤病院

●みのやま病院
〒614-8366　八幡市欽明台北4-2
Tel.075-983-1201(代)
●佐藤医院
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-850-7780 (代)
●佐藤クリニックまきの
〒573-1148　枚方市西牧野4-8-10
Tel.072-866-8606  
●佐藤クリニックくずは
〒573-1121　枚方市楠葉花園町12-5-3
Tel.072-864-5755 
●前川診療所  
〒573-1124　枚方市養父東町63-1
Tel.072-864-0252   
●介護老人保健施設美杉

（併設）居宅介護支援事業所・
美杉会訪問入浴センター・グループホーム
〒573-1137　枚方市西招提町2166
Tel.072-866-7111  
●有料老人ホームフィオーレ美杉
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・まきの 星ヶ丘出張所
（併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・まきの 長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661
●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757
・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 
・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  
●特別養護老人ホーム美郷

（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方西招提町1253
Tel.072-866-7007
●小規模特別養護老人ホームくずは美郷

 

〒573-1105　枚方南楠葉1-65-25
Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075
●特別養護老人ホーム美来

（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713
●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149  枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 

・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  

●枚方市地域包括支援センター美郷会
〒573-0064  枚方市北中振3-28-7
Tel.072-837-3288
●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 
●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口

（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224

・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082
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佐藤病院

2

【1月1日現在】参加ご希望の方は
各施設までお問い合わせください― Information セミナーのご案内 ―

フルール田ノ口の特長 ～安否確認と生活相談をご提供します～

① 体験入居できます（1泊～数週間）
② レストランを完備、お食事も安心です
③ 浴室、談話室、キッチン等をご利用頂けます
④ デイサービス（通所介護）を併設しています
⑤ ご夫婦向けの広い住戸を備えています

●2月16日（土）
　14時～

男山病院
■第34回 糖尿病教室

「糖尿病と脳神経症状
～脳神経内科の中﨑先生がお話しします～」

●2月19日（火）
　14時30分～ ■第219回 市民健康セミナー

佐藤病院 「機能性ディスペプシア」

●2月21日（木）
　15時～ ■第14回いきいき健康教室

みのやま病院

■第25回市民健康セミナー
男山病院

「知りたかった保険！！」
　　－医療から介護まで－

●3月25日（月）
　14時～

「めまいのお話
　　　　～耳から起こるめまいって？～」
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を
安
心
し
て

受
け
て
頂
け
る
よ
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力
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よ
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な
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サ
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も
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　当法人では、医療・保健・介護の包括的な地域連携を重視すべく、地域の開業医・病院の先生方だけでな
く、近隣病院の地域連携部門のスタッフや、地域のケアマネジャー、介護サービス事業所職員の方 と々の親交
を深め、連携を尚一層進めていくことを目的に、昨年9月29日（土）に「地域連携懇談会」を開催し、40名の皆
様にご出席頂きました。
　懇談会では、当法人の医師や相談員をご紹介させて頂いた他、当法人で取り組んでいる診療内容や、患者
さんへの退院支援内容について、演題発表を行いました。また、特別講演として、乙訓医師会・梅山医院院長
の梅山信先生に乙訓地区で実践されている、多職種連携について発表頂き、盛会のうちに閉会いたしました。
　今後も、地域の医療・介護事業所の皆様との連携を密にし、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される地域包括ケアシステムの構築に貢献できるよう努めて参ります。

地域連携懇談会を開催しました

「放射線治療って効くんですよ高精度ならもっと
  ～必要な人に必要な治療を～」

佐藤病院放射線治療科部長　上田 和光1

2 「多発性骨髄腫治療 ～最近の動向～」 男山病院内科副院長    藤本 正博

「25年前から続く、多職種連携の礎、乙訓医師会・在宅療養手帳委員会と、ごく普通の診療所の集まり、
（連携・機能強化型在宅療養支援診療所）チームドクターファイブの医療」 梅山医院院長　梅山 信 先生3
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混雑予想のページはこちらから
佐藤病院　混雑予想

【待ち時間の目安】

0分～30分 前後

60分以上
やや混雑しています

９０分以上
かなり混雑しています

本日診察なし

内科
外科
整形外科
乳腺外科
泌尿器科
形成外科
眼科

診療科 午前診 夜診
9時 10時 11時

●
近
隣
施
設
で
買
い
物
・

　
　
　飲
食
を
し
た
い
方

●
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旦
ご
自
宅
へ

　
　
　戻
り
た
い
方

　等

　
当
院
で
は
、比
較
的
待
ち
時
間
が
少
な
い
時
間

帯
を
ご
案
内
で
き
る
よ
う
、月
〜
土
曜
の
朝
九
時

に
外
来
混
雑
予
想
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て

い
ま
す
。左
記
の
よ
う
に
待
ち
時
間
の
目
安
を
表

現
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

 

ご
希
望
の
方
に
は
診
察
時

間
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、

指
定
の
電
話
番
号
に
連
絡
さ

せ
て
頂
く
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
受
付
後
に
待
合
室
か
ら

離
れ
る
方
は
、お
気
軽
に
総

合
受
付
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、混
雑
予
想
は
あ
く
ま
で
ご
来
院
の
際
の
目

安
と
し
て
ご
利
用
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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佐藤病院

【1月1日現在】参加ご希望の方は
各施設までお問い合わせください― Information セミナーのご案内 ―

フルール田ノ口の特長 ～安否確認と生活相談をご提供します～

① 体験入居できます（1泊～数週間）
② レストランを完備、お食事も安心です
③ 浴室、談話室、キッチン等をご利用頂けます
④ デイサービス（通所介護）を併設しています
⑤ ご夫婦向けの広い住戸を備えています

●2月16日（土）
　14時～

男山病院
■第34回 糖尿病教室

「糖尿病と脳神経症状
～脳神経内科の中﨑先生がお話しします～」

●2月19日（火）
　14時30分～ ■第219回 市民健康セミナー

佐藤病院 「機能性ディスペプシア」

●2月21日（木）
　15時～ ■第14回いきいき健康教室

みのやま病院

■第25回市民健康セミナー
男山病院

「知りたかった保険！！」
　　－医療から介護まで－

●3月25日（月）
　14時～

「めまいのお話
　　　　～耳から起こるめまいって？～」
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　当法人では、医療・保健・介護の包括的な地域連携を重視すべく、地域の開業医・病院の先生方だけでな
く、近隣病院の地域連携部門のスタッフや、地域のケアマネジャー、介護サービス事業所職員の方 と々の親交
を深め、連携を尚一層進めていくことを目的に、昨年9月29日（土）に「地域連携懇談会」を開催し、40名の皆
様にご出席頂きました。
　懇談会では、当法人の医師や相談員をご紹介させて頂いた他、当法人で取り組んでいる診療内容や、患者
さんへの退院支援内容について、演題発表を行いました。また、特別講演として、乙訓医師会・梅山医院院長
の梅山信先生に乙訓地区で実践されている、多職種連携について発表頂き、盛会のうちに閉会いたしました。
　今後も、地域の医療・介護事業所の皆様との連携を密にし、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される地域包括ケアシステムの構築に貢献できるよう努めて参ります。

地域連携懇談会を開催しました

「放射線治療って効くんですよ高精度ならもっと
  ～必要な人に必要な治療を～」

佐藤病院放射線治療科部長　上田 和光1

2 「多発性骨髄腫治療 ～最近の動向～」 男山病院内科副院長    藤本 正博

「25年前から続く、多職種連携の礎、乙訓医師会・在宅療養手帳委員会と、ごく普通の診療所の集まり、
（連携・機能強化型在宅療養支援診療所）チームドクターファイブの医療」 梅山医院院長　梅山 信 先生3
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混雑予想のページはこちらから
佐藤病院　混雑予想

【待ち時間の目安】

0分～30分 前後

60分以上
やや混雑しています

９０分以上
かなり混雑しています

本日診察なし

内科
外科
整形外科
乳腺外科
泌尿器科
形成外科
眼科

診療科 午前診 夜診
9時 10時 11時

●
近
隣
施
設
で
買
い
物
・

　
　
　飲
食
を
し
た
い
方

●
一
旦
ご
自
宅
へ

　
　
　戻
り
た
い
方

　等

　
当
院
で
は
、比
較
的
待
ち
時
間
が
少
な
い
時
間

帯
を
ご
案
内
で
き
る
よ
う
、月
〜
土
曜
の
朝
九
時

に
外
来
混
雑
予
想
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て

い
ま
す
。左
記
の
よ
う
に
待
ち
時
間
の
目
安
を
表

現
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

 

ご
希
望
の
方
に
は
診
察
時

間
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、

指
定
の
電
話
番
号
に
連
絡
さ

せ
て
頂
く
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
受
付
後
に
待
合
室
か
ら

離
れ
る
方
は
、お
気
軽
に
総

合
受
付
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、混
雑
予
想
は
あ
く
ま
で
ご
来
院
の
際
の
目

安
と
し
て
ご
利
用
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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　当
院
で
は
、患
者
さ
ん
の
病
態
や
体
調
に
合
わ

せ
た
お
食
事
を
病
院
内
の
厨
房
で
手
作
り
し
提
供

し
て
い
ま
す
。

　温
冷
配
膳
車
を
利
用
し
、温
か
い
も
の
は
温
か

く
、冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
適
温
の
お
食
事
で
召
し

上
が
っ
て
頂
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　入
院
中
で
も
季
節
感
の
あ
る
お
食
事
を
召
し
上

が
っ
て
頂
け
る
よ
う
、旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
、ク

リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
等
の
行
事
食
も
実
施
し
、衛

生
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
て
、安
全
で
お
い
し

い
食
事
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　提
供
し
て
い
る
食
事
が
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
内

容
で
あ
る
か
、栄
養
管
理
状
況
等
を
判
断
し
、問
題

が
あ
る
場
合
は
医
師
・
看
護
師
・
そ
の
他
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
相
談
し
、必
要
に
応
じ
て
個
別
対
応
し
て

い
ま
す
。

　外
来
で
透
析
に
通
わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
も
、希
望
さ
れ
る
方
に
は
、カ
リ
ウ
ム
や
塩
分

等
に
配
慮
し
た
お
食
事
を
召
し
上
が
っ
て
頂
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。ま
た
、患
者
さ
ん
に
無
理
な
く
食
事

療
法
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、医
師
の
指
示
に

基
づ
い
て
管
理
栄
養
士
が
栄
養
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
か
ら
も
食
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、お
い
し
い
食
事
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
栄
養
部
ス
タ
ッ
フ
一
同
、心
を
こ
め
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

み
の
や
ま
病
院  

栄
養
部

当
院
で
の
お
食
事
に
つ
い
て

管
理
栄
養
士
　
山
出
　
響
子

や
ま
で

き
ょ
う
こ

　電
解
質
と
は
、水
に
溶
け
て
電
気
を
通
す

ミ
ネ
ラ
ル
イ
オ
ン
の
事
で
人
の
体
の
中
に
は

た
く
さ
ん
の
種
類
が
存
在
し
て
お
り
、大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、Na（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）や
CI（
ク

ロ
ー
ル
）は
体
の
水
分
調
節
を
、K（
カ
リ
ウ

ム
）は
神
経
の
興
奮
や
心
臓
の
収
縮
を
助
け

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。Ca（
カ
ル
シ
ウ
ム
）は

血
液
の
凝
固
・
骨
や
歯
の
形
成
・
神
経
刺
激

の
伝
達
等
に
関
わ
っ
て
お
り
、P（
リ
ン
）は

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
必
須
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
生
命
活
動
に
重
要
で
あ
る
の

で
、過
度
な
発
汗
や
嘔
吐
・
下
痢
に
よ
り
急

激
に
体
の
水
分
が
多
く
失
わ
れ
る
と
、体
の

中
の
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
重
篤
な
状

態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　こ
れ
ら
電
解
質
は
主
に
腎
臓
で
調
整
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、腎
臓
で
の
排
泄
や
再

吸
収
を
制
御
し
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
は
体
の
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。採

血
を
し
、検
査
を
す
る
事
で
電
解
質
異
常
を

発
見
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、異
常
の
原

因
と
し
て
は
腎
臓
・
心
臓
・
消
化
器
・
内
分

泌
等
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
の
で
原
因
を
つ

き
と
め
、き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

臨
床
検
査
技
師
　
主
任
　
渡
辺
　
有
美
子

わ
た
な
べ

ゆ
み
こ

検
査
の
基
礎
知
識
⑯

　
　
　
　
　
　【
電
解
質
検
査
】

検
査
部

　薬
を
か
み
砕
い
て
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。か
み
砕
い
て
飲
ん
で
は
い
け
な

い
薬
に
徐
放
性
製
剤
が
あ
り
ま
す
。

　徐
放
性
製
剤
と
は
、一
回
の
服
用
で
薬

の
効
果
が
長
く
続
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
製

剤
で
す
。薬
効
成
分
が
徐
々
に
溶
け
出
す

こ
と
で
効
果
が
長
続
き
す
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。一
日
一
回
も
し
く
は
二
回
服

用
す
る
こ
と
で
効
果
が
二
四
時
間
続
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
服
用
回
数
が
少
な
く

て
済
む
利
点
が
あ
り
、患
者
さ
ん
の
負
担

に
な
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
徐
放
性

製
剤
は
錠
剤
だ
け
で
な
く
、
カ
プ
セ
ル

剤
、顆
粒
剤
や
散
剤
が
あ
り
ま
す
。

　徐
放
性
製
剤
は
、薬
効
成
分
が
徐
々
に

溶
け
る
こ
と
で
長
時
間
に
わ
た
り
、体
内

に
吸
収
さ
れ
る
製
剤
で
す
。薬
を
か
み
砕

い
て
服
用
し
た
場
合
に
は
、急
激
に
溶
け

出
し
て
し
ま
い
副
作
用
が
現
れ
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
飲
み
方
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　徐
放
性
製
剤
は
名
前
に
徐
放
、C
R
、

L
や
S
R
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
字
を
見
た
と
き
に
は
服
用
回
数
や
飲
み

方
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
　
南
木
　
淳
志

な
ん
ぼ
く

あ
つ
し

徐
放
性
製
剤
に
つ
い
て

薬
剤
部

　特
定
健
診
は
、生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
に
有
効
な
検
査
が
含
ま
れ
ま
す
。自
覚

症
状
の
な
い
高
血
圧
や
高
血
糖
、脂
質
異

常
に
早
く
気
づ
き
、改
善
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
、積
極
的
に
受
け
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　受
診
券
の
有
効
期
限
は
三
月
末
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
受
診
で
き

る
の
は
三
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
で
す
。そ
し

て
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
二
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、お
早
め
の

ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、新
年
を
元

気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

特
定
健
診
は
三
月
ま
で
で
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】美
杉
会
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
０
7
2
―
8
6
4
―
０
1
0
3

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】法
人
事
務
局

☎
０
７
２
―
８
６
４
―
１
８
１
１

　当
講
座
は
介
護
を
実
践
で
き
る
よ
う
知

識
・
技
術
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、資
格
取
得

を
目
指
す
講
座
で
す
。当
法
人
の
現
場
指

導
者
が
、基
本
か
ら
教
え
ま
す
の
で
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
ご
受
講
頂
け
ま
す
。

　講
座
は
、
初
日
に
施
設
等
を
見
学
し

「
介
護
職
と
は
何
か
」の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん

だ
後
、座
学
や
演
習
に
移
り
ま
す
。演
習
で

は
ベ
ッ
ド
へ
の
移
動
や
車
椅
子
へ
の
移
乗
、

入
浴
・
排
泄
介
助

等
の
技
術
を
体
験

し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　介
護
に
関
心
の

あ
る
方
、
必
要
な

ご
家
族
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
、一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

　次
回
は
四
月
開

講
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〜
介
護
を
学
び
た
い・

　
　
　
資
格
を
取
り
た
い
方
へ
〜

介
護
職
員

初
任
者
研
修
講
座
の
ご
案
内ＨＰはこちら 美杉会 初任者研修

☑一から介護の知識を学びたい
☑新たな資格を取得したい
☑就職活動に活かしたい
☑家族の介護に備えて勉強したい

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

　大
阪
府
主
催
の「
第
一
回
お
お
さ
か
介

護
か
が
や
き
表
彰
」に
て
、
美
杉
会
グ

ル
ー
プ
の「
人
材
育
成
や
教
育
体
制
、キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　お
お
さ
か
介
護
か
が
や
き
表
彰
の
目

的
は
、「
働
き
や
す
い
、働
き
が
い
の
あ
る
、

働
き
続
け
た
い
職
場
作
り
」の「
ひ
と
工

夫
」や「
キ
ラ
ッ
と
か
が
や
く
取
組
」を
讃

え
る
こ
と
に
よ
り
、施
設
や
事
業
所
で
の

介
護
人
材
の
定
着
、育
成
等
を
促
進
す
る

と
共
に
、そ
の
取
組
を
他
の
事
業
所
に
普

及
さ
せ
、介
護
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
繋
げ
る
こ
と
で
す
。

　今
回
は
大
阪
府
内
の
四
四
法
人
、六
五

事
業
所
が
参
加
し
、十
法
人
、十
三
事
業

所
が
受
賞
し
ま
し
た
。当
施
設
が
発
表
し

た
取
組
み
に
つ
い
て
は
質
の
高
い
介
護
職

員
の
確
保
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

為
、介
護
職
員
の
基

本
方
針
を
策
定
す
る

為
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
委
員
会
を
発

足
し
、「
美
杉
会
グ

ル
ー
プ
介
護
職
員
能

力
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
作
成
し

ま
し
た
。

　そ
れ
を
基
に

介
護
職
員
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研
修
を
開
始

し
、基
礎
的
な
学
習
か
ら
管
理
業
務
に
至

る
ま
で
、介
護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て

計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組
は

今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
が
、美
杉
会

グ
ル
ー
プ
の
介
護
職
員
約
六
五
〇
名
の

内
、三
五
〇
名
が
研
修
を
受
け
て
お
り
、今

後
も
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　当
施
設
が
発
表
し
た
取
組
み
は
大
阪
府

や
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。受
賞
さ
れ

た
他
の
法
人
の
取
組
に
つ
い
て
も
、参
考
に

な
る
事
が
多
く
、今
後
も
当
法
人
の
介
護

職
員
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
や
、や
り

が
い
の
あ
る
職
場
作
り
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
。一
層
精
進
し
て
参
り
と
思
い
ま
す
。

「
第
一
回 

お
お
さ
か
介
護
か
が
や
き
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士
　
主
任
　
成
瀬
　
佳
代

な
る
せ

か
よ

た
つ
や

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指
し
て

介
護
福
祉
士
　
主
任
　
養
父
　
達
也

や
ぶ

　美
杉
会
グ
ル
ー
プ
介
護
療
養
部
の「
安
全

衛
生
委
員
会
」で
は
、介
護
現
場
で
働
く
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー（
介
護
職
員
）が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。中
で
も「
腰
痛
予
防
」を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、大
き
な
取
り
組
み
と
し

て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。

　今
回
は
、ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
移
乗
支
援
時

に
装
着
す
る「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
乗
介
助
や
オ
ム

ツ
交
換
時
に
前
傾
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
多

く
、以
前
よ
り
腰
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
を

装
着
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、介
助
者
の
腰

へ
の
負
担
が
軽
減
で
き
、介
助
を
受
け
る
介

護
者
も
負
担
な
く
楽
に
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、今
後
も「
働
き

や
す
い
環
境
作
り
」を
目
指
し
て
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
研

究
を
重
ね

て
、
導
入
が

で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い

き
ま
す
。

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
介
護
療
養
部
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　当
院
で
は
、患
者
さ
ん
の
病
態
や
体
調
に
合
わ

せ
た
お
食
事
を
病
院
内
の
厨
房
で
手
作
り
し
提
供

し
て
い
ま
す
。

　温
冷
配
膳
車
を
利
用
し
、温
か
い
も
の
は
温
か

く
、冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
適
温
の
お
食
事
で
召
し

上
が
っ
て
頂
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　入
院
中
で
も
季
節
感
の
あ
る
お
食
事
を
召
し
上

が
っ
て
頂
け
る
よ
う
、旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
、ク

リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
等
の
行
事
食
も
実
施
し
、衛

生
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
て
、安
全
で
お
い
し

い
食
事
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　提
供
し
て
い
る
食
事
が
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
内

容
で
あ
る
か
、栄
養
管
理
状
況
等
を
判
断
し
、問
題

が
あ
る
場
合
は
医
師
・
看
護
師
・
そ
の
他
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
相
談
し
、必
要
に
応
じ
て
個
別
対
応
し
て

い
ま
す
。

　外
来
で
透
析
に
通
わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
も
、希
望
さ
れ
る
方
に
は
、カ
リ
ウ
ム
や
塩
分

等
に
配
慮
し
た
お
食
事
を
召
し
上
が
っ
て
頂
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。ま
た
、患
者
さ
ん
に
無
理
な
く
食
事

療
法
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、医
師
の
指
示
に

基
づ
い
て
管
理
栄
養
士
が
栄
養
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
か
ら
も
食
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、お
い
し
い
食
事
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
栄
養
部
ス
タ
ッ
フ
一
同
、心
を
こ
め
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

み
の
や
ま
病
院  

栄
養
部

当
院
で
の
お
食
事
に
つ
い
て

管
理
栄
養
士
　
山
出
　
響
子

や
ま
で

き
ょ
う
こ

　電
解
質
と
は
、水
に
溶
け
て
電
気
を
通
す

ミ
ネ
ラ
ル
イ
オ
ン
の
事
で
人
の
体
の
中
に
は

た
く
さ
ん
の
種
類
が
存
在
し
て
お
り
、大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、Na（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）や
CI（
ク

ロ
ー
ル
）は
体
の
水
分
調
節
を
、K（
カ
リ
ウ

ム
）は
神
経
の
興
奮
や
心
臓
の
収
縮
を
助
け

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。Ca（
カ
ル
シ
ウ
ム
）は

血
液
の
凝
固
・
骨
や
歯
の
形
成
・
神
経
刺
激

の
伝
達
等
に
関
わ
っ
て
お
り
、P（
リ
ン
）は

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
必
須
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
生
命
活
動
に
重
要
で
あ
る
の

で
、過
度
な
発
汗
や
嘔
吐
・
下
痢
に
よ
り
急

激
に
体
の
水
分
が
多
く
失
わ
れ
る
と
、体
の

中
の
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
重
篤
な
状

態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　こ
れ
ら
電
解
質
は
主
に
腎
臓
で
調
整
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、腎
臓
で
の
排
泄
や
再

吸
収
を
制
御
し
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
は
体
の
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。採

血
を
し
、検
査
を
す
る
事
で
電
解
質
異
常
を

発
見
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、異
常
の
原

因
と
し
て
は
腎
臓
・
心
臓
・
消
化
器
・
内
分

泌
等
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
の
で
原
因
を
つ

き
と
め
、き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

臨
床
検
査
技
師
　
主
任
　
渡
辺
　
有
美
子

わ
た
な
べ

ゆ
み
こ

検
査
の
基
礎
知
識
⑯

　
　
　
　
　
　【
電
解
質
検
査
】

検
査
部

　薬
を
か
み
砕
い
て
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。か
み
砕
い
て
飲
ん
で
は
い
け
な

い
薬
に
徐
放
性
製
剤
が
あ
り
ま
す
。

　徐
放
性
製
剤
と
は
、一
回
の
服
用
で
薬

の
効
果
が
長
く
続
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
製

剤
で
す
。薬
効
成
分
が
徐
々
に
溶
け
出
す

こ
と
で
効
果
が
長
続
き
す
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。一
日
一
回
も
し
く
は
二
回
服

用
す
る
こ
と
で
効
果
が
二
四
時
間
続
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
服
用
回
数
が
少
な
く

て
済
む
利
点
が
あ
り
、患
者
さ
ん
の
負
担

に
な
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
徐
放
性

製
剤
は
錠
剤
だ
け
で
な
く
、
カ
プ
セ
ル

剤
、顆
粒
剤
や
散
剤
が
あ
り
ま
す
。

　徐
放
性
製
剤
は
、薬
効
成
分
が
徐
々
に

溶
け
る
こ
と
で
長
時
間
に
わ
た
り
、体
内

に
吸
収
さ
れ
る
製
剤
で
す
。薬
を
か
み
砕

い
て
服
用
し
た
場
合
に
は
、急
激
に
溶
け

出
し
て
し
ま
い
副
作
用
が
現
れ
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
飲
み
方
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　徐
放
性
製
剤
は
名
前
に
徐
放
、C
R
、

L
や
S
R
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
字
を
見
た
と
き
に
は
服
用
回
数
や
飲
み

方
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
　
南
木
　
淳
志

な
ん
ぼ
く

あ
つ
し

徐
放
性
製
剤
に
つ
い
て

薬
剤
部

　特
定
健
診
は
、生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
に
有
効
な
検
査
が
含
ま
れ
ま
す
。自
覚

症
状
の
な
い
高
血
圧
や
高
血
糖
、脂
質
異

常
に
早
く
気
づ
き
、改
善
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
、積
極
的
に
受
け
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　受
診
券
の
有
効
期
限
は
三
月
末
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
受
診
で
き

る
の
は
三
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
で
す
。そ
し

て
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
二
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、お
早
め
の

ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、新
年
を
元

気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

特
定
健
診
は
三
月
ま
で
で
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】美
杉
会
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
０
7
2
―
8
6
4
―
０
1
0
3

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】法
人
事
務
局

☎
０
７
２
―
８
６
４
―
１
８
１
１

　当
講
座
は
介
護
を
実
践
で
き
る
よ
う
知

識
・
技
術
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、資
格
取
得

を
目
指
す
講
座
で
す
。当
法
人
の
現
場
指

導
者
が
、基
本
か
ら
教
え
ま
す
の
で
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
ご
受
講
頂
け
ま
す
。

　講
座
は
、
初
日
に
施
設
等
を
見
学
し

「
介
護
職
と
は
何
か
」の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん

だ
後
、座
学
や
演
習
に
移
り
ま
す
。演
習
で

は
ベ
ッ
ド
へ
の
移
動
や
車
椅
子
へ
の
移
乗
、

入
浴
・
排
泄
介
助

等
の
技
術
を
体
験

し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　介
護
に
関
心
の

あ
る
方
、
必
要
な

ご
家
族
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
、一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

　次
回
は
四
月
開

講
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〜
介
護
を
学
び
た
い・

　
　
　
資
格
を
取
り
た
い
方
へ
〜

介
護
職
員

初
任
者
研
修
講
座
の
ご
案
内ＨＰはこちら 美杉会 初任者研修

☑一から介護の知識を学びたい
☑新たな資格を取得したい
☑就職活動に活かしたい
☑家族の介護に備えて勉強したい

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

　大
阪
府
主
催
の「
第
一
回
お
お
さ
か
介

護
か
が
や
き
表
彰
」に
て
、
美
杉
会
グ

ル
ー
プ
の「
人
材
育
成
や
教
育
体
制
、キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　お
お
さ
か
介
護
か
が
や
き
表
彰
の
目

的
は
、「
働
き
や
す
い
、働
き
が
い
の
あ
る
、

働
き
続
け
た
い
職
場
作
り
」の「
ひ
と
工

夫
」や「
キ
ラ
ッ
と
か
が
や
く
取
組
」を
讃

え
る
こ
と
に
よ
り
、施
設
や
事
業
所
で
の

介
護
人
材
の
定
着
、育
成
等
を
促
進
す
る

と
共
に
、そ
の
取
組
を
他
の
事
業
所
に
普

及
さ
せ
、介
護
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
繋
げ
る
こ
と
で
す
。

　今
回
は
大
阪
府
内
の
四
四
法
人
、六
五

事
業
所
が
参
加
し
、十
法
人
、十
三
事
業

所
が
受
賞
し
ま
し
た
。当
施
設
が
発
表
し

た
取
組
み
に
つ
い
て
は
質
の
高
い
介
護
職

員
の
確
保
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

為
、介
護
職
員
の
基

本
方
針
を
策
定
す
る

為
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
委
員
会
を
発

足
し
、「
美
杉
会
グ

ル
ー
プ
介
護
職
員
能

力
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
作
成
し

ま
し
た
。

　そ
れ
を
基
に

介
護
職
員
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研
修
を
開
始

し
、基
礎
的
な
学
習
か
ら
管
理
業
務
に
至

る
ま
で
、介
護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て

計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組
は

今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
が
、美
杉
会

グ
ル
ー
プ
の
介
護
職
員
約
六
五
〇
名
の

内
、三
五
〇
名
が
研
修
を
受
け
て
お
り
、今

後
も
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　当
施
設
が
発
表
し
た
取
組
み
は
大
阪
府

や
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。受
賞
さ
れ

た
他
の
法
人
の
取
組
に
つ
い
て
も
、参
考
に

な
る
事
が
多
く
、今
後
も
当
法
人
の
介
護

職
員
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
や
、や
り

が
い
の
あ
る
職
場
作
り
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
。一
層
精
進
し
て
参
り
と
思
い
ま
す
。

「
第
一
回 

お
お
さ
か
介
護
か
が
や
き
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士
　
主
任
　
成
瀬
　
佳
代

な
る
せ

か
よ

た
つ
や

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指
し
て

介
護
福
祉
士
　
主
任
　
養
父
　
達
也

や
ぶ

　美
杉
会
グ
ル
ー
プ
介
護
療
養
部
の「
安
全

衛
生
委
員
会
」で
は
、介
護
現
場
で
働
く
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー（
介
護
職
員
）が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。中
で
も「
腰
痛
予
防
」を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、大
き
な
取
り
組
み
と
し

て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。

　今
回
は
、ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
移
乗
支
援
時

に
装
着
す
る「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
乗
介
助
や
オ
ム

ツ
交
換
時
に
前
傾
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
多

く
、以
前
よ
り
腰
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
を

装
着
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、介
助
者
の
腰

へ
の
負
担
が
軽
減
で
き
、介
助
を
受
け
る
介

護
者
も
負
担
な
く
楽
に
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、今
後
も「
働
き

や
す
い
環
境
作
り
」を
目
指
し
て
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
研

究
を
重
ね

て
、
導
入
が

で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い

き
ま
す
。

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
介
護
療
養
部
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に
し
ぞ
の

ゆ
き
こ

当
施
設
の
行
事
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　西
園

　由
紀
子

　当
事
業
所
で
は
年
に
数
回
、ご
家
族
を

ご
招
待
し
て
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、毎
回
た
く
さ
ん
の
ご
家
族

に
参
加
頂
き
、利
用
者
さ
ん
も
普
段
と
は

違
っ
た
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、い
つ

も
以
上
に
楽
し
そ
う
な
ご
様
子
が
印
象
的

で
す
。

　今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
動
物
園
遠
足
、

家
族
懇
親
会
、昼
食
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ご
家
族
と
職
員
だ
け
で
な
く
、ご
家
族
同

士
で
話
が
で
き
る
交
流
の
場
と
も
な
っ
て

お
り
、行
事
を
重
ね
る
ご
と
に
顔
な
じ
み

と
な
ら
れ
、に
こ
や
か
に
言
葉
を
交
わ
さ
れ

る
姿
に
こ
う
し
た
行
事
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら

も
利
用
者
さ

ん
と
ご
家
族

に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し

て
頂
け
る
よ

う
様
々
な
行

事
を
計
画
・

実
施
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　当
施
設
は
開
設
十
二
年
目
を
迎
え
、今
ま

で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん
に
何
か
還
元
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
検
討
し
施
設
全
体
で
検
討

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
一
つ
が
施
設
周
辺
の
清
掃
活
動
で
す
。

月
二
回
就
業
前
に
職
員
で
声
を
掛
け
合
い

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、交
野
市
と
連
携
し「
元

気
ア
ッ
プ
体
操
」の
会
場
や「
ま
ち
の
図
書
館
」

と
し
て
の
場
所
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
で
き
、さ

ら
に
は
認
知
度
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
窓
口
を
広
く
、地
域
に
根
ざ
し
た

施
設
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
士

　江
里
口

　奈
緒
美

え
り
ぐ
ち

な
お
み

リ
ズ
ム
体
操
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　主
任

　原

　典
弘

は
ら

の
り
ひ
ろ

ま
い

　平
成
十
二
年
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
っ
て
か
ら
、十
八
年
程
経
過
し
ま
し
た
。し
か

し
度
々
、制
度
内
容
の
変
更
が
あ
り
、そ
の
都

度
、内
容
の
把
握
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、昨
年
十
月
十
二
日
に
、当
法
人
の

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
フ
ル
ー
ル
田

ノ
口
に
て
入
居
者
さ
ん
向
け
に
、ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　「ヘ
ル
パ
ー
っ
て
な
に
？
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、介
護
保
険
の
申
請
手
順
や
使
い
方
、ヘ
ル

パ
ー
の
援
助
内
容
や
利
用
料
金
の
詳
細
な
ど
を

中
心
に
質
疑
応
答
も
含
め
、約
三
十
分
程
度
、

説
明
会
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ほ
う
が
い

い
け
ど
内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
検
討
し
た

い
方
、将
来
の
為
に
勉
強
目
的
で
ご
参
加
さ
れ

た
方
等
様
々
な
目
的
の
方
に
お
越
し
頂
け
ま

し
た
。

　今
後
、地
域
の
自
治
会
等
の
集
ま
り
の
際
に
、

「
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
介
護
保
険
等
に

つ
い
て
説
明
会
を
し
て
欲
し
い
」等
ご
希
望
が

あ
れ
ば
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
福
祉
士

　主
任

　末
利

　義
孝

 

す
え
と
し

よ
し
た
か

ヘ
ル
パ
ー
説
明
会
に
つ
い
て

　最
近
新
し
い
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
か
。新
し
い
こ

と
を
覚
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
。

　職
員
が
選
曲
か
ら
振
付
ま
で
す
べ
て
考
え
て
い

る「
リ
ズ
ム
体
操
」で
は
、当
施
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
前
に
行
う
日
課
の
一
つ
で
す
。

　多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
と
一
緒
に
適
度
に
体

を
動
か
す
体
操
で
す
。様
々
な
体
の
動
き
を
伴
う

こ
と
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、こ
の
体
操
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
脳

ト
レ
効
果
で
す
。な
ぜ
な
ら
振
付
と
音
楽
は
三
ヵ
月

ご
と
に
更
新
さ
れ
ま
す
。「
覚
え
た
頃
に
ま
た
新
し

く
覚
え
な
お
す
」と
い
う
、サ
イ
ク
ル
が
重
要
で
す
。

運
動
と
思
考
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
認
知
症
予
防

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。日
々
通
っ
て
い
る
方
で
も

自
信
を
持
っ
て
で
き
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、継
続
す
る
こ
と
で
自
然
と
体
が
動
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。選
曲
や
振
付
以
外
に
も
掛
け
声

や
雰
囲
気
作
り
に
も
拘
っ
て
い
る
の
で
誰
で
も
参

加
し
や
す
く
、体
操
が
苦
手

な
方
も
楽
し
み
な
が
ら
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　く
ず
は
美
郷
主
催
の
介

護
教
室
で
も
実
施
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、リ
ズ
ム
体
操
を

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　現
在
当
施
設
で
は
、入
居
者
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
多

い
機
能
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。当
施
設
の
機
能

訓
練
室
に
は
、大
き
く
体
を
動
か
す
機
器
や
、座
っ
て
手

先
を
使
っ
て
行
う
機
器
等
、様
々
な
運
動
機
器
が
あ
り
、

入
居
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　機
能
訓
練
室
を
定
期
的
に
開
放
し
、「
目
指
せ
、東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
合
言
葉
に
介
護
職
員
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。入
居
者
さ
ん
の
意
欲
が
よ
り
上
が
る

よ
う
に
、毎
回
ど
の
程
度
の
回
数
や
、重
さ
の
運
動
を
し

て
い
る
か
を
記
録
し
、次
は
回
数
を
増
や
す
か
を
尋
ね
、

自
身
の
成
果
を
感
じ
て
頂
け
る
様
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、日
常
生
活
で
ベ
ッ
ド
と
車
椅
子
を
自
身
で
移

乗
す
る
方
に
は
、そ
の
動
作
の
練
習
等
、し
っ
か
り
目
的

を
持
っ
て
行
っ
て
頂
く
事
で
、意
欲
も
引
き
出
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　あ
る
入
居
者
さ
ん
は
、玄
関
ま
で
に
階
段
が
あ
る
自

宅
に
一
度
帰
り
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

機
能
訓
練
室
だ
け
で
な
く
、階
段
を
利
用
し
て
、上
り

下
り
す
る
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　し
っ
か
り
目
的
を
持
っ
て
運
動
し
て
頂
く
事
を
心
掛

け
、体
だ
け
で
な
く
、

心
も
元
気
に
な
っ
て

頂
け
る
機
能
訓
練
を

目
指
し
て
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

心
も
体
も
元
気
に

介
護
福
祉
士

　士
長

　住
吉

　修

す
み
よ
し

お
さ
む

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　美
来

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　ま
き
の

第
七
回

　囲
碁
大
会
の
開
催

介
護
福
祉
士

　村
上

　舞

む
ら
か
み

　当
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
秋
季
行
事
と
し
て
第
七
回
囲
碁
大
会

を
昨
年
の
十
月
十
九
日
に
開
催
し
ま
し
た
。約

一
ヶ
月
前
か
ら
利
用
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
大
会
が
近
付
く
に
つ
れ
て
日
に
ち
の
確
認

を
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た

ご
様
子
で
し
た
。大
会
当
日
は「
今
回
は
誰
と
対

局
す
る
ん
や
ろ
う
」と
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方

や
少
し
緊
張
さ
れ
て
い
る
方
や
、「
今
回
は
勝
つ

ね
ん
」と
意
気
込
ん
で
い
る
方
等
様
々
で
し
た
。

　試
合
が
始
ま
る
と
、皆
さ
ん
と
て
も
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、試
合
後
に
は
勝
っ
て

喜
ぶ
方
や
負
け
て
悔
し
が
っ
て
い
る
方
等
様
々

な
表
情
に
溢
れ
大
変
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　優
勝
・
準
優
勝
さ
れ
た
方
に
は
表
彰
状
と
副

賞（
コ
ー
ヒ
ー
無
料
券
）を
贈
呈
し
ま
し
た
。今

回
、入
賞
を
逃
し
た
方
や
、惜
し
く
も
負
け
て
し

ま
っ
た
方
も
皆
さ
ん
と

て
も
素
敵
な
笑
顔
で

今
回
の
大
会
を
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
後
も
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
頂
け
る
様

な
行
事
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 介

護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

く
ず
は
美
郷

第
三
回

　向
島
美
郷
祭

介
護
福
祉
士

　主
任

　大
寺

　優

お
お
で
ら

ゆ
う

　昨
年
の
十
月
二
一
日
に
第
三
回
向
島
美
郷

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
の
催
し
物
で
は

地
元
の
桃
陵
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

演
奏
を
依
頼
し
ま
し
た
。顧
問
の
先
生
か
ら

「
子
供
た
ち
に
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。高

齢
者
の
方
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
用
意
し
て

お
き
ま
す
」と
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
津

軽
海
峡
冬
景
色
」や「
浪
花
節
だ
よ
人
生
は
」

等
知
っ
て
い
る
曲
に
手
拍
子
で
合
わ
せ
た
り
、

口
ず
さ
ん
だ
り
と
て
も
喜
ば
れ
、ア
ン
コ
ー

ル
が
終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が

り
、と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族

か
ら
も「
今
年
の
祭
は
今
ま
で
で
一
番
良
か
っ

た
で
す
。来
年
も
聞
き
た
い
で
す
」と
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

　祭
を
通
し
て
利

用
者
さ
ん
、職
員
、

ご
家
族
、
地
域
の

方
々
が
触
れ
合
え

た
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
、取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　美
華

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
き
の

☎
0
7
2
―
8
6
7
―
0
5
5
5

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　く
す
の
き

作
業
療
法
士

　副
部
長

　藤
善

　将

ふ
じ
よ
し

す
す
む

「
作
業
療
法
」
ご
存
知
で
す
か

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
理
学
療
法
」

「
言
語
療
法
」「
作
業
療
法
」の
三
つ
の
部
門
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「作
業
療
法
」は
、身
体
障
害
を
と
も
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、日
常
生
活
動

作
の
獲
得
、社
会
復
帰
や
趣
味
活
動
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、患
者
さ

ん
の
上
肢
機
能
の
回
復
を
目
的
と
し
た
訓
練

を
行
い
、食
事
動
作
や
更
衣
動
作
等
日
常
生

活
に
必
要
な
機
能
の
回
復
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　ま
た
身
体
機
能
に
合
わ
せ
て
、日
々
の
生
活

が
よ
り
便
利
に
行
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

道
具
、自
助
具
を「
さ
く
ら
介
護
シ
ョ
ッ
プ
」と

連
携
し
患
者
さ
ん
の
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。当
部
は
退
院
後
の
生

活
の
不
安
が
少
し
で

も
少
な
く
な
る
よ
う

理
学
療
法
士
、言
語

聴
覚
士
と
共
に
各
専

門
性
を
生
か
し
新
た

な
生
活
を
作
り
上
げ

る
た
め
に
患
者
さ
ん

と
ご
家
族
と
共
に
最

善
の
方
法
を
模
索
し

支
援
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
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に
し
ぞ
の

ゆ
き
こ

当
施
設
の
行
事
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　西
園

　由
紀
子

　当
事
業
所
で
は
年
に
数
回
、ご
家
族
を

ご
招
待
し
て
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、毎
回
た
く
さ
ん
の
ご
家
族

に
参
加
頂
き
、利
用
者
さ
ん
も
普
段
と
は

違
っ
た
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、い
つ

も
以
上
に
楽
し
そ
う
な
ご
様
子
が
印
象
的

で
す
。

　今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
動
物
園
遠
足
、

家
族
懇
親
会
、昼
食
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ご
家
族
と
職
員
だ
け
で
な
く
、ご
家
族
同

士
で
話
が
で
き
る
交
流
の
場
と
も
な
っ
て

お
り
、行
事
を
重
ね
る
ご
と
に
顔
な
じ
み

と
な
ら
れ
、に
こ
や
か
に
言
葉
を
交
わ
さ
れ

る
姿
に
こ
う
し
た
行
事
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら

も
利
用
者
さ

ん
と
ご
家
族

に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し

て
頂
け
る
よ

う
様
々
な
行

事
を
計
画
・

実
施
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　当
施
設
は
開
設
十
二
年
目
を
迎
え
、今
ま

で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん
に
何
か
還
元
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
検
討
し
施
設
全
体
で
検
討

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
一
つ
が
施
設
周
辺
の
清
掃
活
動
で
す
。

月
二
回
就
業
前
に
職
員
で
声
を
掛
け
合
い

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、交
野
市
と
連
携
し「
元

気
ア
ッ
プ
体
操
」の
会
場
や「
ま
ち
の
図
書
館
」

と
し
て
の
場
所
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
で
き
、さ

ら
に
は
認
知
度
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
窓
口
を
広
く
、地
域
に
根
ざ
し
た

施
設
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
士

　江
里
口

　奈
緒
美

え
り
ぐ
ち

な
お
み

リ
ズ
ム
体
操
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　主
任

　原

　典
弘

は
ら

の
り
ひ
ろ

ま
い

　平
成
十
二
年
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
っ
て
か
ら
、十
八
年
程
経
過
し
ま
し
た
。し
か

し
度
々
、制
度
内
容
の
変
更
が
あ
り
、そ
の
都

度
、内
容
の
把
握
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、昨
年
十
月
十
二
日
に
、当
法
人
の

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
フ
ル
ー
ル
田

ノ
口
に
て
入
居
者
さ
ん
向
け
に
、ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　「ヘ
ル
パ
ー
っ
て
な
に
？
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、介
護
保
険
の
申
請
手
順
や
使
い
方
、ヘ
ル

パ
ー
の
援
助
内
容
や
利
用
料
金
の
詳
細
な
ど
を

中
心
に
質
疑
応
答
も
含
め
、約
三
十
分
程
度
、

説
明
会
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ほ
う
が
い

い
け
ど
内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
検
討
し
た

い
方
、将
来
の
為
に
勉
強
目
的
で
ご
参
加
さ
れ

た
方
等
様
々
な
目
的
の
方
に
お
越
し
頂
け
ま

し
た
。

　今
後
、地
域
の
自
治
会
等
の
集
ま
り
の
際
に
、

「
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
介
護
保
険
等
に

つ
い
て
説
明
会
を
し
て
欲
し
い
」等
ご
希
望
が

あ
れ
ば
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
福
祉
士

　主
任

　末
利

　義
孝

 

す
え
と
し

よ
し
た
か

ヘ
ル
パ
ー
説
明
会
に
つ
い
て

　最
近
新
し
い
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
か
。新
し
い
こ

と
を
覚
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
。

　職
員
が
選
曲
か
ら
振
付
ま
で
す
べ
て
考
え
て
い

る「
リ
ズ
ム
体
操
」で
は
、当
施
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
前
に
行
う
日
課
の
一
つ
で
す
。

　多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
と
一
緒
に
適
度
に
体

を
動
か
す
体
操
で
す
。様
々
な
体
の
動
き
を
伴
う

こ
と
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、こ
の
体
操
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
脳

ト
レ
効
果
で
す
。な
ぜ
な
ら
振
付
と
音
楽
は
三
ヵ
月

ご
と
に
更
新
さ
れ
ま
す
。「
覚
え
た
頃
に
ま
た
新
し

く
覚
え
な
お
す
」と
い
う
、サ
イ
ク
ル
が
重
要
で
す
。

運
動
と
思
考
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
認
知
症
予
防

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。日
々
通
っ
て
い
る
方
で
も

自
信
を
持
っ
て
で
き
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、継
続
す
る
こ
と
で
自
然
と
体
が
動
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。選
曲
や
振
付
以
外
に
も
掛
け
声

や
雰
囲
気
作
り
に
も
拘
っ
て
い
る
の
で
誰
で
も
参

加
し
や
す
く
、体
操
が
苦
手

な
方
も
楽
し
み
な
が
ら
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　く
ず
は
美
郷
主
催
の
介

護
教
室
で
も
実
施
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、リ
ズ
ム
体
操
を

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　現
在
当
施
設
で
は
、入
居
者
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
多

い
機
能
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。当
施
設
の
機
能

訓
練
室
に
は
、大
き
く
体
を
動
か
す
機
器
や
、座
っ
て
手

先
を
使
っ
て
行
う
機
器
等
、様
々
な
運
動
機
器
が
あ
り
、

入
居
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　機
能
訓
練
室
を
定
期
的
に
開
放
し
、「
目
指
せ
、東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
合
言
葉
に
介
護
職
員
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。入
居
者
さ
ん
の
意
欲
が
よ
り
上
が
る

よ
う
に
、毎
回
ど
の
程
度
の
回
数
や
、重
さ
の
運
動
を
し

て
い
る
か
を
記
録
し
、次
は
回
数
を
増
や
す
か
を
尋
ね
、

自
身
の
成
果
を
感
じ
て
頂
け
る
様
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、日
常
生
活
で
ベ
ッ
ド
と
車
椅
子
を
自
身
で
移

乗
す
る
方
に
は
、そ
の
動
作
の
練
習
等
、し
っ
か
り
目
的

を
持
っ
て
行
っ
て
頂
く
事
で
、意
欲
も
引
き
出
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　あ
る
入
居
者
さ
ん
は
、玄
関
ま
で
に
階
段
が
あ
る
自

宅
に
一
度
帰
り
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

機
能
訓
練
室
だ
け
で
な
く
、階
段
を
利
用
し
て
、上
り

下
り
す
る
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　し
っ
か
り
目
的
を
持
っ
て
運
動
し
て
頂
く
事
を
心
掛

け
、体
だ
け
で
な
く
、

心
も
元
気
に
な
っ
て

頂
け
る
機
能
訓
練
を

目
指
し
て
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

心
も
体
も
元
気
に

介
護
福
祉
士

　士
長

　住
吉

　修

す
み
よ
し

お
さ
む

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　美
来

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　ま
き
の

第
七
回

　囲
碁
大
会
の
開
催

介
護
福
祉
士

　村
上

　舞

む
ら
か
み

　当
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
秋
季
行
事
と
し
て
第
七
回
囲
碁
大
会

を
昨
年
の
十
月
十
九
日
に
開
催
し
ま
し
た
。約

一
ヶ
月
前
か
ら
利
用
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
大
会
が
近
付
く
に
つ
れ
て
日
に
ち
の
確
認

を
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た

ご
様
子
で
し
た
。大
会
当
日
は「
今
回
は
誰
と
対

局
す
る
ん
や
ろ
う
」と
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方

や
少
し
緊
張
さ
れ
て
い
る
方
や
、「
今
回
は
勝
つ

ね
ん
」と
意
気
込
ん
で
い
る
方
等
様
々
で
し
た
。

　試
合
が
始
ま
る
と
、皆
さ
ん
と
て
も
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、試
合
後
に
は
勝
っ
て

喜
ぶ
方
や
負
け
て
悔
し
が
っ
て
い
る
方
等
様
々

な
表
情
に
溢
れ
大
変
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　優
勝
・
準
優
勝
さ
れ
た
方
に
は
表
彰
状
と
副

賞（
コ
ー
ヒ
ー
無
料
券
）を
贈
呈
し
ま
し
た
。今

回
、入
賞
を
逃
し
た
方
や
、惜
し
く
も
負
け
て
し

ま
っ
た
方
も
皆
さ
ん
と

て
も
素
敵
な
笑
顔
で

今
回
の
大
会
を
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
後
も
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
頂
け
る
様

な
行
事
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 介

護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

く
ず
は
美
郷

第
三
回

　向
島
美
郷
祭

介
護
福
祉
士

　主
任

　大
寺

　優

お
お
で
ら

ゆ
う

　昨
年
の
十
月
二
一
日
に
第
三
回
向
島
美
郷

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
の
催
し
物
で
は

地
元
の
桃
陵
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

演
奏
を
依
頼
し
ま
し
た
。顧
問
の
先
生
か
ら

「
子
供
た
ち
に
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。高

齢
者
の
方
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
用
意
し
て

お
き
ま
す
」と
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
津

軽
海
峡
冬
景
色
」や「
浪
花
節
だ
よ
人
生
は
」

等
知
っ
て
い
る
曲
に
手
拍
子
で
合
わ
せ
た
り
、

口
ず
さ
ん
だ
り
と
て
も
喜
ば
れ
、ア
ン
コ
ー

ル
が
終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が

り
、と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族

か
ら
も「
今
年
の
祭
は
今
ま
で
で
一
番
良
か
っ

た
で
す
。来
年
も
聞
き
た
い
で
す
」と
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

　祭
を
通
し
て
利

用
者
さ
ん
、職
員
、

ご
家
族
、
地
域
の

方
々
が
触
れ
合
え

た
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
、取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　美
華

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
き
の

☎
0
7
2
―
8
6
7
―
0
5
5
5

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　く
す
の
き

作
業
療
法
士

　副
部
長

　藤
善

　将

ふ
じ
よ
し

す
す
む

「
作
業
療
法
」
ご
存
知
で
す
か

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
理
学
療
法
」

「
言
語
療
法
」「
作
業
療
法
」の
三
つ
の
部
門
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「作
業
療
法
」は
、身
体
障
害
を
と
も
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、日
常
生
活
動

作
の
獲
得
、社
会
復
帰
や
趣
味
活
動
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、患
者
さ

ん
の
上
肢
機
能
の
回
復
を
目
的
と
し
た
訓
練

を
行
い
、食
事
動
作
や
更
衣
動
作
等
日
常
生

活
に
必
要
な
機
能
の
回
復
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　ま
た
身
体
機
能
に
合
わ
せ
て
、日
々
の
生
活

が
よ
り
便
利
に
行
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

道
具
、自
助
具
を「
さ
く
ら
介
護
シ
ョ
ッ
プ
」と

連
携
し
患
者
さ
ん
の
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。当
部
は
退
院
後
の
生

活
の
不
安
が
少
し
で

も
少
な
く
な
る
よ
う

理
学
療
法
士
、言
語

聴
覚
士
と
共
に
各
専

門
性
を
生
か
し
新
た

な
生
活
を
作
り
上
げ

る
た
め
に
患
者
さ
ん

と
ご
家
族
と
共
に
最

善
の
方
法
を
模
索
し

支
援
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
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美
杉
会

（社医）

美
郷
会

（社福）

美
盛
会

（医）

社
会
医
療
法
人
美
杉
会

五
七
三
ー
一一二
四
　枚
方
市
養
父
東
町
六
五
ー
一

電
話
　〇
七
二
ー
八
五
〇
ー
八
七 

一 

一

社
会
福
祉
法
人
美
郷
会

五
七
三
ー
一一
三
七
　枚
方
市
西
招
提
町
一二
五
三

電
話
　〇
七
二
ー
八
六
六
ー
七
〇
〇
七

医
療
法
人
美
盛
会

五
七
三
ー
一一二
四
　枚
方
市
養
父
東
町
一
八
ー
三
〇

電
話
　〇
七
二
ー
八
六
七
ー
〇
二
二
四

発　行

社
会
医
療
法
人
美
杉
会

社
会
福
祉
法
人
美
郷
会

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
願
い

・ 

私
た
ち
は

　患
者
さ
ん
の
苦
痛
を

  

す
み
や
か
に
和
ら
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す

・ 

医
療
・
保
健
・
介
護
を
包
括
的
に
行
い

  

地
域
社
会
へ
貢
献
し
ま
す

・ 

常
に
向
上
へ
の
志
を
持
ち
ま
す

・ 

利
用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で

  

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

  

支
援
し
ま
す

理
事
長

佐
藤 

眞
杉

さ
と
う

ま
す
ぎ

機
能
評
価
受
審

ふれあい便り   No. 75

佐
藤
病
院

　院
長

河
合

　泰
博

か
わ
い

や
す
ひ
ろ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
さ
ま
に
は
明
る
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、日
本
社
会
の
将
来
を
も
っ
と
も

脅
か
し
て
い
る
も
の
は
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
す
。そ
し
て
そ
の
原
因
は
少
子
化

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
少
子
化
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の

人
口
学
者
で
文
化
人
類
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
ト
ッ
ド
は
、

　
「
日
本
で
は
完
全
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
の
理
念
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
様
々
な
驚

く
べ
き
成
果
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。け
れ
ど

も
、
命
と
か
命
を
生
み
出
す
も
の
は
、
無

秩
序
、
だ
ら
し
な
さ
、ル
ー
ズ
さ
な
の
で

あ
る
。フ
ラ
ン
ス
で
は
子
供
の
多
数
が
婚

外
子
で
あ
る
。若
い
人
た
ち
は
深
く
考
え

ず
に
子
供
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。な

ぜ
な
ら
国
家
が
保
育
所
を
用
意
し
、社
会

も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
」『
世
界
の
未
来 ―

私
た
ち
は
ど
こ

へ
行
く
の
か
』（
二
〇
一
八
年
，朝
日
新
書
）

　
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
は
、近
年
の
先
進
国

の
中
で
は
異
例
と
も
言
え
る
高
出
生
率

を
示
し
、人
口
は
一
九
五
〇
年
の
四
八
八

三
万
人
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は
六
二
四

五
万
人
に
五
割
増
え
ま
し
た
。二
〇
〇
七

年
、フ
ラ
ン
ス
の
婚
外
出
生
比
率
は
五
〇.

五
％
、日
本
は
二.
〇
三
％
で
す
。

　「
社
会
全
体
で
子
供
を
支
え
る
」「
子
を

持
つ
家
族
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に

す
る
」と
い
う
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
取
り
組

み
の
成
果
と
さ
れ
て
い
ま
す
。家
族
関
係

社
会
支
出
は
、二
〇
〇
五
年
に
対
G
D
P

比
で
フ
ラ
ン
ス
三.
〇
二
％
、日
本
は
先

進
国
中
最
低
の
〇.
八
一
％
で
し
た
。

　
少
子
化
問
題
解
決
に
つ
い
て
、全
く
新

し
い
視
点
を
示
さ
れ
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
も

職
員
一
同
、地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
充
実
の
た
め
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
十
七
、十
八
日
に
、佐
藤
病
院
は
病
院

機
能
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。機
能
評
価
受
審
と
は
、日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る
基
準
を
病
院
が
ど
の

く
ら
い
満
た
し
て
い
る
か
を
、機
構
か
ら
派
遣
さ
れ
た
評

価
調
査
者（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）に
評
価
し
て
頂
き
、十
分

基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
機
能
評
価
認
定
病
院
と
な
り

ま
す
。

　
佐
藤
病
院
は
、機
能
評
価
を
ず
い
ぶ
ん
と
昔
か
ら
受

審
し
認
定
さ
れ
て
お
り
、最
初
は
今
か
ら
二
十
年
前
で

す
。当
時
は
ま
だ
、認
定
病
院
は
珍
し
い
こ
と
で
、佐
藤

病
院
が
全
国
的
に
も
良
い
病
院
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、五
年
に
一
度
の
受
審
で
、認
定
病
院
の
更
新

を
続
け
て
き
ま
し
て
、今
回
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
評
価
内
容
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。以
前

は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
機
能
を
上
げ
る
、す
な
わ
ち
入

院
患
者
さ
ん
に
い
か
に
安
全
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し

て
い
る
か
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
、手
続
き

は
し
っ
か
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
問
う
内
容
で

し
た
が
、今
回
は
、外
来
か
ら
入
院
、治
療
か
ら
退
院
、そ

の
先
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
い
か
に
病
院
が
患
者
さ

ん
に
か
か
わ
り
、医
療
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
や

社
会
福
祉
的
な
こ
と
ま
で
積
極
的
に
提
供
し
て
い
る
か
、

し
か
も
そ
れ
が
社
会
倫
理
的
に
正
し
い
か
、検
討
さ
れ
て

い
る
か
が
、問
わ
れ
ま
し
た
。

　
倫
理
面
に
つ
い
て
は
今
ま
で
個
人
ま
た
は
職
業
倫
理

的
な
水
準
で
個
人
情
報
保
護
を
始
め
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、病
院
全
体
と
し
て
の
倫
理
的
基
準（
規
範
）

は
文
書
化
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
か
ら
は
組
織
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
か
、様
々
な
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。た
だ
、こ
の
よ

う
な
医
療
評
価
の
基
準
は
、医
業
収
支
ま
で
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。理
想
的
な
対
応
を
求
め
て
い
き
、赤
字
で
病

院
が
倒
産
す
れ
ば
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。い
か
に
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、必
要
な
基
準
を
満
た
し
て
い
く
か
は
病
院

の
努
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、病
院

の
都
合
で
は
な
く
外
部
の
基
準
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

病
院
の
設
備
や
体
制
を
全
国
的
な
基
準
に
近
づ
け
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
受
審
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応 ―

フ
ラ
ン
ス
で
は
成
功
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http://www.misugikai.jpホームページ美杉会グループ

〒573-1124  枚方市養父東町65-1
TEL.072（850）8711（代）　FAX.072（868）3844

佐藤病院

●みのやま病院
〒614-8366　八幡市欽明台北4-2
Tel.075-983-1201(代)
●佐藤医院
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-850-7780 (代)
●佐藤クリニックまきの
〒573-1148　枚方市西牧野4-8-10
Tel.072-866-8606  
●佐藤クリニックくずは
〒573-1121　枚方市楠葉花園町12-5-3
Tel.072-864-5755 
●前川診療所  
〒573-1124　枚方市養父東町63-1
Tel.072-864-0252   
●介護老人保健施設美杉

（併設）居宅介護支援事業所・
美杉会訪問入浴センター・グループホーム
〒573-1137　枚方市西招提町2166
Tel.072-866-7111  
●有料老人ホームフィオーレ美杉
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・まきの 星ヶ丘出張所
（併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・まきの 長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661
●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757
・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 
・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  
●特別養護老人ホーム美郷

（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方西招提町1253
Tel.072-866-7007
●小規模特別養護老人ホームくずは美郷

 

〒573-1105　枚方南楠葉1-65-25
Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075
●特別養護老人ホーム美来

（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713
●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149  枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 

・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  

●枚方市地域包括支援センター美郷会
〒573-0064  枚方市北中振3-28-7
Tel.072-837-3288
●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 
●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口

（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224

・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082
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